
　　器具別消毒方法

区分 種類 時間 留意点 備考

煮沸
（100℃）

沸騰後
２分間以上

①加熱により変形するものがある
　適：陶磁器、金属、線維性の器具
　丌適：合成樹脂製器具（くし等）
②水量を適正に維持。

さび止めの目的で亜
硝酸ナトリウム等を
添加できる

エタノール
（浸漬）

１０分間以上

①消毒用エタノール（76.9v/v%～
　81.4v/v%）を希釈せずに使用
　すること。
②蒸発、汚れの程度により７日以内
　に交換。

無水エタノールを使
用する際は、消毒用
エタノールと同等の
濃度に希釈するこ
と。

次亜塩素酸
ナトリウム
（0.1％）

１０分間以上

①金属器具、動物性繊維製品は腐食
　することがあるので、浸漬時間に
　注意
②消毒液は毎日交換。
③塩素濃度の低下に注意。

取扱い時には、ゴム
手袋を着用すること
が望ましい。

紫外線
(85μw/cm2)

２０分間以上

①丌適：ブラシ（構造が複雑で、
　紫外線の照射を受けにくい構造の
　器具）
②適宜、紫外線灯の取替えが必要。
③定期的に紫外線灯、照射版の清掃
　が必要。

蒸し器
(80℃以上)

１０分間以上

①加熱により変形するものがある。
　適：ガラス、陶磁器、金属、線維
　　　性の器具
　丌適：合成樹脂製器具（くし等）
②湿熱が充分伝わるように、蒸し器
　内での配置に留意。
③器内底の水量を適量に維持。

エタノール
（清拭）

消毒用エタノールは
希釈しないで使用

次亜塩素酸
ナトリウム
(0.01%～0.1%)

１０分間以上

逆性石ケン液
(0.1%～0.2%)

１０分間以上
①洗浄剤を充分水洗いしてから、使
　用すること。
②消毒液は毎日交換。

別名：
　塩化ﾍﾞﾝｻﾞﾙｺﾆｳﾑ
　塩化ﾍﾞﾝｾﾞﾄﾆｳﾑ

グルコン酸
クロルヘキシジン

（0.05％）
１０分間以上 消毒液は毎日交換。

両性界面活性剤
(0.1%～0.2％)

１０分間以上 消毒液は毎日交換。
別名：
　塩酸ｱﾙｷﾙﾎﾟﾘｱﾐﾉｴﾁﾙｸﾞﾘｼﾝ
　塩酸ｱﾙｷﾙｼﾞｱﾐﾉｴﾁﾙｸﾞﾘｼﾝ

蒸し器
(80℃以上)

１０分間以上
①湿熱が充分伝わるように、蒸し器
　内での配置に留意。
②器内底の水量を適量に維持。

次亜塩素酸
ナトリウム
(0.01%～0.1%)

１０分間以上
消毒後は、洗濯、乾燥し保管、又は
蒸し器で保管。

材質に応じて、上記の方法で消毒

適宜、消毒。

その他の器具

間接的に皮膚に接する器具
（シェービングカップ等）

施設、毛髪箱、汚物箱

かみそり
（頭髪専用を除く）

血液が付着した
器具
（疑い含む）

上記の方法と同様の方法

消毒用エタノールを含ませた綿、ガーゼで表面をふく。

血液付着の疑いが
ない器具

　かみそり
　　（頭髪専用）

　ハサミ
　コーム　等

タオル、布片類

血液が付着した場合
は、廃棄するか、血
液が付着している器
具と同様の洗浄、消
毒を行う。


